
１
「
自
然
優
位
の
都
市
環
境
ゾ
ー
ン
」

と
し
て
の
市
街
化
調
整
区
域

　
横
浜
の
調
整
区
域
は
、
環
状
二
号
線
よ
り
外
側
の

郊
外
部
を
中
心
に
、
住
宅
地
に
囲
ま
れ
た
自
然
優
位

な
ゾ
ー
ン
と
し
て
モ
ザ
イ
ク
状
に
散
在
分
布
し
て
い

る
（
図
ｌ
１
・
表
ｌ
１
）
。
そ
の
多
く
は
、
集
団
的

な
山
林
や
農
地
な
ど
自
然
的
土
地
利
用
で
、
農
用
地

区
域
や
風
致
地
区
な
ど
で
保
全
が
担
保
さ
れ
て
い

る
。
面
積
で
み
る
と
、
調
整
区
域
の
う
ち
農
地
が
二

五
％
、
山
林
が
一
六
％
で
、
あ
わ
せ
て
四
一
％
が
従

来
か
ら
の
自
然
的
土
地
利
用
と
な
っ
て
い
る
（
表
ｌ

２
）
。
こ
れ
ら
の
土
地
は
、
基
本
的
に
農
家
（
ま
た

は
元
農
家
）
に
よ
っ
て
所
有
、
利
用
さ
れ
て
い
る
。

農
地
や
山
林
の
土
地
利
用
は
、
法
制
度
的
な
土
地
利

用
規
制
の
他
は
、
農
家
の
農
業
経
営
や
資
産
管
理
の

動
向
に
左
右
さ
れ
る
。

　
一
方
で
、
調
整
区
域
に
は
、
旧
集
落
・
周
辺
市
街

地
か
ら
の
に
じ
み
出
し
に
よ
り
、
住
宅
地
や
Ｄ
Ｉ
Ｄ

を
形
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
し
か
も
、
多
く

の
調
整
区
域
で
は
、
環
状
二
・
三
・
四
号
線
や
鉄
道

が
串
刺
し
状
に
貫
通
し
、
常
に
違
反
転
用
、
資
材
置

き
場
利
用
な
ど
都
市
化
圧
力
に
さ
ら
さ
れ
、
玉
石
混

交
状
態
に
拍
車
が
か
か
る
。
市
域
の
四
分
の
一
弱

（
約
一
万
㌶
）
を
占
め
る
調
整
区
域
に
は
、
約
十
三

万
人
が
住
み
、
人
口
密
度
は
約
十
二
人
／
㌶
で
、
他

の
政
令
指
定
都
市
と
比
べ
て
異
常
に
高
い
（
表
ｌ

３
）
。

　
市
街
地
内
に
穴
抜
き
状
に
散
在
す
る
横
浜
の
調
整

区
域
は
、
市
街
地
の
外
側
に
農
村
地
帯
と
し
て
の
調

整
区
域
が
拡
が
る
他
都
市
の
都
市
構
造
と
異
な
り
、

周
辺
の
住
宅
地
や
交
通
条
件
な
ど
か
ら
常
に
強
い
都

市
圧
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
横
浜
の
調
整

区
域
は
、
こ
う
し
た
危
う
い
構
造
を
呈
し
て
い
る
と

は
い
う
も
の
の
、
依
然
と
し
て
、
集
団
的
な
農
地
や

山
林
な
ど
郊
外
に
残
さ
れ
た
環
境
資
源
を
特
色
と
す

る
「
自
然
優
位
の
都
市
環
境
ゾ
ー
ン
」
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
。

２
「
農
」
や
「
緑
」
に
関
連
す
る
基
本
課
題

①
環
境
共
生
型
都
市
づ
く
り
と
し
て
の
総
合
化

　
横
浜
郊
外
に
お
け
る
「
農
」
や
「
緑
」
は
、
多
摩

丘
陵
に
お
け
る
個
性
的
な
都
市
環
境
の
貴
重
な
要
素

で
あ
り
、
郊
外
独
自
の
都
市
づ
く
り
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
緑
政
局
を
中
心
に
緑
の
七

大
拠
点
・
農
業
専
用
地
区
な
ど
と
し
て
、
あ
る
い
は

企
画
局
を
中
心
に
土
地
利
用
（
ゾ
ー
ニ
ン
グ
）
行
政

と
し
て
施
策
展
開
を
図
っ
て
き
た
。
今
後
は
、
企
画

局
や
緑
政
局
、
郊
外
の
区
役
所
を
中
心
に
、
下
水
道

局
、
道
路
局
、
都
市
計
画
局
、
建
築
局
な
ど
が
相
互

に
協
働
し
て
、
総
合
的
な
環
境
共
生
型
の
都
市
づ
く

一
　
特
集
・
成
熟
す
る
横
浜
の
郊
外
＠
郊
外
の
都
市
づ
く
り
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る

図一1　市街化調整区域の分布表－1　ゾーン別の線引き状況(H.10.4.1現在)

１
ｌ
「
自
然
優
位
の
都
市
環
境
ゾ
ー
ン
」
と
し
て
の

　
　
市
街
化
調
整
区
域

２
ｌ
「
農
」
や
「
緑
」
に
関
連
す
る
基
本
課
題

３
ｌ
郊
外
に
お
け
る
環
境
資
源
活
用
の
新
潮
流

４
ｌ
「
農
」
や
「
緑
」
と
共
生
す
る
郊
外
の
将
来

表－2　農地・山林面積の現状
(農地面積はH.11.1、他はH.12.1現在)
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①
「
農
」
や
「
緑
」
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り



り
と
し
て
組
み
立
て
直
し
、
実
施
に
移
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

そ
の
際
に
は
、
各
地
域
で
試
み
ら
れ
て
い
る
「
農
」

や
「
緑
」
へ
の
新
し
い
取
り
組
み
を
把
握
し
た
上
で
、

目
標
と
す
べ
き
地
域
の
将
来
像
を
明
確
に
し
つ
つ
、

農
地
・
山
林
な
ど
の
環
境
資
源
を
ど
う
活
用
し
て
い

く
か
が
重
要
に
な
ろ
う
。
将
来
像
に
つ
な
が
る
空
間

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
源
流
域
の
自
然
観
察
な
ど
を

図
る
自
然
生
態
圏
、
散
策
・
森
林
浴
・
川
遊
び
な
ど

の
日
常
的
な
余
暇
空
間
、
農
業
専
用
地
区
・
ふ
る
さ

と
村
な
ど
の
田
園
空
間
、
湧
水
・
が
け
崩
れ
防
止
・

避
難
な
ど
の
広
域
防
災
空
間
、
農
・
緑
・
水
な
ど
と

共
生
す
る
郊
外
住
宅
地
な
ど
多
彩
で
あ
り
、
地
域
ご

と
の
最
適
解
を
見
い
だ
し
施
策
化
す
る
こ
と
が
課
題

で
あ
る
。

②
優
良
農
地
と
遊
休
農
地
の
両
極
化

　
郊
外
の
農
業
地
域
で
は
、
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の

農
地
を
大
型
機
械
で
耕
作
す
る
農
家
が
多
数
存
在
す

る
。
市
内
の
農
家
の
う
ち
約
三
割
を
占
め
る
主
業
的

農
家
の
大
半
は
、
平
坦
で
生
産
性
が
高
い
優
良
な
農

地
を
維
持
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
農
地
や

資
産
の
継
承
の
必
要
性
か
ら
、
他
業
種
か
ら
Ｕ
タ
ー

ン
す
る
農
業
後
継
者
も
近
年
増
加
す
る
傾
向
に
あ

る
。

　
そ
の
一
方
で
、
経
営
規
模
を
縮
小
す
る
兼
業
農
家

や
自
給
的
農
家
も
多
数
存
在
す
る
。
こ
う
し
た
小
規

模
農
家
の
場
合
、
後
継
者
が
経
営
を
継
続
す
る
ヶ
ー

ス
は
少
な
く
、
耕
作
管
理
さ
れ
る
の
は
今
の
従
事
者

の
代
限
り
と
な
ろ
う
。

　
ま
た
、
農
業
従
事
者
全
体
で
み
る
と
、
六
十
才
以

上
が
五
割
を
超
え
、
そ
の
比
率
は
年
々
高
ま
る
傾
向

に
あ
る
。
特
に
、
戦
後
農
業
生
産
を
担
っ
て
き
た
昭

和
一
桁
世
代
の
従
事
者
は
、
お
そ
ら
く
、
あ
と
十
年

以
内
の
う
ち
に
リ
タ
イ
ア
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
都
市
農
地
に
は
、
郊
外
と
い
え
ど
も
高

地
価
・
高
額
課
税
の
重
圧
が
か
か
っ
て
お
り
、
特
に
、

相
続
税
対
策
が
農
地
の
世
代
継
承
の
う
え
で
最
大
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
背
景
か
ら
す
る
と
、
高
度
な
農
業
経
営
を

継
承
で
き
る
主
業
的
農
家
や
兼
業
経
営
を
続
け
る
中

小
規
模
農
家
の
耕
作
地
以
外
は
、
耕
作
管
理
で
き
な

く
な
る
お
そ
れ
が
強
い
。
こ
う
し
た
農
地
は
、
農
地

面
積
の
半
数
近
く
を
占
め
る
と
想
定
さ
れ
、
手
を
こ

ま
ね
い
て
い
る
と
、
都
市
的
利
用
へ
の
転
換
量
が
限

ら
れ
る
中
で
、
開
発
条
件
が
不
利
な
農
地
か
ら
徐
々

に
遊
休
化
、
荒
廃
化
か
進
展
し
か
ね
な
い
。

３
郊
外
に
お
け
る
環
境
資
源
活
用
の
新
潮
流

①
都
市
住
民
の
地
域
回
帰
と
農
家
と
の
相
互
交
流

　
高
度
成
長
期
に
形
成
さ
れ
た
郊
外
の
「
新
興
住
宅

地
」
で
は
、
す
で
に
住
民
の
高
齢
化
が
は
じ
ま
り
、

こ
の
傾
向
は
、
団
塊
世
代
の
リ
タ
イ
ア
期
（
二
〇
一

〇
年
前
後
）
に
向
け
て
次
第
に
加
速
さ
れ
る
。

　
市
民
の
中
に
は
、
退
職
後
の
生
活
や
余
暇
を
通
じ

て
、
自
分
が
住
む
地
域
へ
の
回
帰
意
識
が
高
ま
る
と

予
想
さ
れ
る
。
そ
の
兆
候
は
、
す
で
に
、
中
高
年
女

性
を
中
心
と
し
た
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
関
心

や
、
中
高
年
男
性
を
中
心
と
し
た
「
緑
」
「
農
」
へ
の

関
心
と
し
て
、
市
民
活
動
な
ど
の
場
で
目
立
っ
て
い

る
。
特
に
、
郊
外
住
宅
地
の
周
囲
に
は
農
地
や
山
林

が
広
く
分
布
し
、
農
業
経
営
に
利
用
さ
れ
に
く
い
条

件
不
利
な
農
地
や
山
林
が
見
い
だ
せ
る
。
地
域
で

「
農
」
や
「
緑
」
に
関
わ
る
活
動
を
希
求
す
る
人
た

ち
を
中
心
に
、
こ
れ
ら
の
土
地
が
注
目
さ
れ
は
じ
め

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
農
業
側
の
経
営
に
お
い
て
も
、
直
売
、
観
光
、
地

元
量
販
店
と
の
契
約
栽
培
な
ど
、
地
域
の
都
市
住
民

を
農
産
物
販
売
の
顧
客
と
し
て
と
ら
え
る
経
営
戦
略

が
浸
透
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
直
売
や
市
民
農
園

を
通
し
て
、
農
家
が
都
市
住
民
と
交
流
す
る
機
会
が

増
加
す
る
一
方
、
農
業
の
担
い
手
不
足
も
あ
い
ま
っ

て
、
市
民
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
的
な
耕
作
に
も
理

解
が
広
ま
り
つ
つ
あ
る
。

②
「
農
」
や
「
緑
」
に
関
連
し
た
活
動
の
活
発
化

　
近
年
、
郊
外
の
環
境
資
源
で
あ
る
「
農
」
「
緑
」

を
対
象
に
、
実
に
様
々
な
活
動
が
目
立
っ
て
き
て
い

る
。
「
農
」
で
は
、
梨
園
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
複
合

経
営
、
ゴ
ル
フ
練
習
場
な
ど
で
の
野
菜
直
売
、
養
豚

業
者
の
ハ
ム
エ
房
経
営
、
酪
農
家
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
製
造
販
売
、
花
弁
団
地
で
の
花
贈
答
直
売
、
農
家

が
栽
培
指
導
す
る
市
民
農
園
「
栽
培
収
穫
体
験
フ
ァ

ー
ム
」
な
ど
、
新
し
い
農
業
経
営
事
例
が
増
え
て
い

る
。
い
わ
ば
、
農
業
者
に
よ
る
資
源
活
用
型
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
る
。

　
一
方
、
増
大
し
つ
つ
あ
る
遊
休
農
地
を
活
用
し
て
、

「
高
齢
化
社
会
を
よ
く
す
る
虹
の
仲
間
」
、
「
恩
田
の

谷
戸
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
、
「
荒
井
沢
緑
栄
塾
」
な
ど
、

農
地
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
作
業
や
収
穫
を
体
験
す

る
市
民
活
動
が
現
れ
て
い
る
。
ま
た
、
長
屋
門
公
園

や
舞
岡
公
園
な
ど
で
の
農
体
験
活
動
、
小
中
学
校
に

よ
る
農
作
業
体
験
学
習
、
市
民
の
森
内
の
畑
を
使
っ

た
生
涯
学
習
、
地
域
作
業
所
「
グ
リ
ー
ン
」
で
の
営

農
に
近
い
規
模
で
の
栽
培
活
動
、
共
働
舎
に
よ
る
園

芸
療
法
の
取
り
組
み
な
ど
、
公
園
、
教
育
、
福
祉
な

ど
の
分
野
と
「
農
」
の
連
携
も
拡
が
り
と
深
ま
り
を

み
せ
て
い
る
。

表－3　政令指定都市等との比較（H.10.3.31現在）
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横
浜
に
お
け
る
「
緑
」
の
市
民
活
動
は
、
丘
陵
地

特
有
の
里
山
を
対
象
に
展
開
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。

自
然
地
形
を
活
か
し
た
大
公
園
を
は
じ
め
、
市
民
の

森
、
ふ
れ
あ
い
樹
林
な
ど
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る

ケ
ー
ス
が
多
く
、
学
生
、
主
婦
、
退
職
者
な
ど
多
彩

な
市
民
の
参
加
へ
と
拡
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
緑

政
局
の
支
援
で
始
ま
っ
た
「
よ
こ
は
ま
の
森
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
、
環
境
保
全
局
に
よ
る
活
動
助
成
の
「
活
動

発
表
会
」
な
ど
を
通
し
て
、
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共

有
化
を
図
る
た
め
、
活
動
グ
ル
ー
プ
同
士
が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
進
め
て
い
る
。
最
近
で
は
、
市
民
活
動

と
し
て
里
山
を
継
続
的
に
維
持
・
管
理
す
る
た
め
、

大
量
に
出
る
間
伐
材
の
利
用
を
い
か
に
図
る
か
が
重

要
と
の
認
識
か
ら
、
炭
焼
き
、
木
質
エ
ネ
ル
ギ
ー
活

用
な
ど
都
市
型
林
業
の
可
能
性
も
追
求
さ
れ
は
じ
め

て
い
る
。

４
「
農
」
や
「
緑
」
と
共
生
す
る
郊
外
の
将
来

①
ト
都
市
計
画
法
改
正
な
ど
に
伴
う
こ
れ
か
ら
の
調

　
　
整
区
域

　
平
成
十
二
年
五
月
、
都
市
計
画
法
の
抜
本
的
な
改

正
に
伴
い
、
調
整
区
域
内
で
一
定
の
要
件
を
満
た
す

区
域
を
条
例
で
定
め
既
存
宅
地
も
含
め
て
住
宅
な
ど

の
立
地
が
許
容
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
横
浜
で
は
、

調
整
区
域
の
半
分
程
度
を
占
め
る
集
落
・
住
宅
地
、

Ｄ
Ｉ
Ｄ
な
ど
の
中
か
ら
区
域
を
条
例
で
定
め
、
計
画

的
な
市
街
化
を
図
る
の
は
有
意
義
で
あ
る
。
た
だ
、

こ
の
区
域
指
定
の
範
囲
を
ど
こ
ま
で
広
げ
る
の
か
、

特
に
幹
線
道
路
沿
道
や
鉄
道
駅
周
辺
な
ど
市
街
化
圧

力
が
高
い
区
域
、
風
致
地
区
や
農
業
振
興
地
域
白
地

で
市
街
化
か
進
ん
で
い
る
区
域
を
含
め
る
の
か
な
ど

が
課
題
と
な
ろ
う
。

　
調
整
区
域
で
ス
プ
ロ
ー
ル
的
に
市
街
化
か
進
行
す

る
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
都
市
的

土
地
利
用
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
手
法
は
効
果
的
で
あ
る

が
、
一
方
で
、
調
整
区
域
内
の
集
団
的
な
農
地
・
山

林
を
保
全
す
る
施
策
を
よ
り
一
層
拡
充
す
る
必
要
が

あ
る
。
現
状
を
放
置
す
る
と
、
「
自
然
優
位
の
都
市

環
境
」
で
あ
る
貴
重
な
資
源
が
失
わ
れ
、
郊
外
な
ら

で
は
の
多
彩
な
市
民
生
活
を
送
る
道
が
閉
ざ
さ
れ
か

ね
な
い
。

②
郊
外
生
活
を
リ
ー
ド
す
る
緩
や
か
な
「
農
」
の

　
　
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
今
後
は
、
横
浜
市
の
土
地
利
用
政
策
、
特
に
農
地

利
用
に
シ
フ
ト
し
た
施
策
展
開
が
求
め
ら
れ
、
郊
外

の
拠
点
的
な
農
業
地
区
以
外
で
は
、
ハ
ー
ド
整
備
一

辺
倒
で
は
な
い
土
地
利
用
誘
導
策
と
経
営
支
援
策
が

重
要
と
な
ろ
う
。
例
え
ば
、
地
域
の
農
業
振
興
計
画

の
策
定
や
市
民
農
園
の
設
置
、
「
恵
み
の
里
」
事
業

の
展
開
な
ど
の
誘
導
策
に
よ
り
、
地
域
の
農
地
利
用

や
経
営
展
開
の
方
向
性
を
柔
ら
か
く
提
案
す
る
取
り

組
み
が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
農
業
施
策
も
、
地
域
住
民
や
市
民
活
動
と
の
協
調

の
も
と
、
地
域
の
農
業
経
営
と
農
地
利
用
を
構
想
す

べ
き
時
代
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
端
と
し
て
、
市

民
に
郊
外
生
活
の
ス
タ
イ
ル
や
市
民
活
動
の
方
向
性

一
　
特
集
・
成
熟
す
る
横
浜
の
郊
外
⑤
郊
外
の
都
市
づ
く
り
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る

を
提
示
し
、
市
民
に
よ
る
農
地
へ
の
注
目
や
活
用
を

秩
序
立
て
リ
ー
ド
し
て
い
く
役
割
が
期
待
さ
れ
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
農
政
は
、
農
家
・
市

民
双
方
へ
の
情
報
提
供
機
能
と
両
者
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
機
能
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

③
地
域
に
根
ざ
す
公
益
活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

　
　
ジ
ネ
ス
ヘ
の
期
待

　
こ
れ
か
ら
の
都
市
農
業
経
営
は
、
地
域
の
公
的
施

設
や
生
活
関
連
産
業
な
ど
と
連
携
し
て
、
地
場
食
材

の
供
給
や
市
民
農
園
の
経
営
な
ど
に
取
り
組
め
る
可

能
性
が
拡
が
っ
て
い
る
。
市
民
に
よ
る
農
地
へ
の
関

わ
り
方
も
、
単
な
る
個
人
の
趣
味
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
的
価
値
を
も
っ
た
公
益

活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
発
展
す
る
可
能

性
を
も
っ
て
い
る
。

　
郊
外
部
に
お
け
る
都
市
農
地
の
将
来
像
は
、
（
ア
）

高
度
な
農
業
経
営
を
継
続
す
る
農
業
者
に
よ
る
農
業

生
産
を
中
核
に
し
て
、
（
イ
）
市
民
個
人
単
位
で
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
利
用
を
目
的
と
し
た
市
民
農
園

と
、
（
ウ
）
地
域
の
公
益
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
的
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
場
と
し
て
、
多
重

的
な
利
用
に
期
待
し
た
い
。
郊
外
部
の
農
地
・
山
林

が
郊
外
生
活
に
欠
か
せ
な
い
要
素
と
し
て
認
識
が
高

ま
り
、
「
農
」
「
緑
」
と
の
具
体
的
な
関
係
が
深
ま
っ

て
い
く
と
こ
ろ
か
ら
、
郊
外
な
ら
で
は
の
豊
か
な
生

活
像
を
実
現
す
る
環
境
共
生
型
都
市
づ
く
り
に
新
た

な
展
望
を
切
り
開
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Λ
横
浜
郊
外
生
活
研
究
会
Ｖ

写真一1　郊外住宅地の外縁に広がる農地と山林

　　　　(泉区上飯田町、写真右手は環状4号線と日限山団地)

写真一2　広い畑をみんなで耕作
　　　　(剌
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